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概要 

Abstract 

  

心房細動治療は、この 30年間で目覚ましい進歩を遂げてきた。

その背景には、数多くの臨床研究、とりわけランダム化比較試験

によって蓄積されたエビデンスがある。抗凝固療法、リズムコン

トロール、カテーテルアブレーションなどの治療は、それぞれの

臨床研究の成果を基盤として発展し、診療ガイドラインや日常診

療を大きく変えてきた。 

 本講演では、心房細動治療の変遷を主要な臨床研究とともに概

説し、カテーテルアブレーション領域における技術革新や、我々

が実施したランダム化比較試験で得られた知見を紹介する。さら

に、臨床研究がエビデンスを創出し、それが診療ガイドラインや

実臨床へどのように反映されてきたのかを考察するとともに、今

後の心房細動診療と臨床研究の展望について議論する。 
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